
  ◇参加ご希望の方は裏面の参加申し込みをFAXいただくかメールでお申し込み下さい◇  
 
（お問い合わせ先）玉名地域保健医療センター 担当：日車、 Tel：0968-72-5111 

開催日時： 2016年11月１2日(土)  12:50～16:20 

開催会場： 
 
参加費 ： 

熊本市国際交流会館 6・7Fホール 
熊本市中央区花畑町4-18  tel 096-359-2020 

500円（研修医・医学部学生の方は無料） 

【共催】日本統合医療学会熊本県支部・（株）リンフォテック  
【後援】熊本県医師会・玉名郡市医師会 

    

 

12:50【開会挨拶】：熊本県支部 副支部長 林田 繁 先生 

【特別講演】13:40           河野医院             院長     佐々木 浩 先生 

       『活性化リンパ球とＰＤ－1』 
 

講師  （株）リンフォテック取締役   会長  関根暉彬 先生 

＜閉会のあいさつ＞ 
16：20  熊本県支部 支部長  赤木純児 先生 

◆日本医師会生涯教育講座2.5単位◆取得カリキュラムコード83：相補・代替医療（漢方医療を含む） 

日本統合医療学会 熊本県支部学術講演会 

【特別講演】12:55            河野医院              院長     佐々木 浩 先生 

  『がん患者におけるＣＤ8Ｔ細胞上でのＰＤ1発現とその予後』 
 

講師  
日本統合医療学会 熊本県支部 支部長 
玉名地域保健医療センター    院長  赤木純児 先生 

【特別講演】14:35           内藤病院            副院長     林田  繁  先生  

      『これだけは知っておきたい！がん免疫療法のＡ－Ｚ』 
 

講師  
国立がん研究センター先端医療開発センター 
免疫療法開発分野       分野長  吉村 清 先生 

【特別講演】15:20       玉名地域保健医療センター      院長     赤木 純児  先生 

       『がん免疫療法の現状と今後』 

講師  
東京女子医科大学名誉教授 
白山通りクリニック       院長  小川健治 先生 



    

 

【特別講演講師 赤木純児 先生のご紹介】 
1983年、宮崎医科大学卒業後、熊本大学医学附属病院、熊本市民病院、経て、
1989年熊本大学医学研究科博士課程修了、米国国立癌研究所（リサーチフェ
ロー）勤務 。現在は、玉名郡市医師会立 玉名地域保健医療センター院長、日本
統合医療学会熊本県支部長。 同センターにてハイパーサーミアによる温熱療法
+低容量化学治療+漢方治療+免疫治療によるがん患者への統合医学で成果を上げ
ている。 

【特別講演講師 関根暉彬 先生のご紹介】 
株式会社リンフォテック 取締役会長 

東京女子医科大学、日本大学医学部客員教授。東京医科歯科大学非常勤講師。 

秋田大学卒業後、北里研究所を経て、1967年国立がんセンター研究所へ。 

1986年共通実験室室長。1999年に株式会社リンフォテックを設立。2013年取締
役会長に就任。 

がんセンター時代に活性化リンパ球の大量培養法を開発。術後肝臓がんに対する
活性化自己リンパ球療法の再発予防効果を世界で初めて明らかにし、その内容が
英国の医学誌「Lancet」に掲載された。免疫細胞療法のパイオニア。 

【特別講演講師 吉村 清 先生のご紹介】 
国立がん研究センター先端医療開発センター 免疫療法開発分野分野長 
コロラド大学客員教授 
1993年山口大学医学部を卒業後、山口大学第2外科（現消化器・腫瘍外科）に入
局し、消化器および乳腺外科に従事。関連病院を経て同大学院に入学し、がん免
疫遺伝子治療の開発により医学博士取得。 
Jhons Hopkins大学Drew Pardoll博士・Richard Schulick博士の元でポスドクと
して研究に従事し、その後Assistant Professorとして独立後帰国し山口大学を
経て現職。これまでに遺伝子改変リステリアによる免疫療法の開発や抗PD-1・
PD-L1との併用抗体療法の開発、PD-L2標的療法、GVAXとの複合療法、臓器特異的
免疫療法、癌幹細胞標的免疫療法、免疫学的ヒト化マウスを用いた腫瘍免疫モデ
ルなどの開発に従事。 

【特別講演講師 小川 健治 先生のご紹介】 
医療法人社団輪生会 白山通りクリニック院長 
東京女子医科大学名誉教授 
1972年（昭和47年）に山口大学を卒業後、東京女子医科大学の消化器外科に入局
され、1979年（昭和54年）に同大学第二病院（現在の東医療センター）外科に異
動、以後、消化器癌や乳癌を中心に永年がんの診療と同時に、がんの免疫学や分
子生物学について研究を行われ、がん診察とがん研究に精通される。東京女子医
科大学教授を歴任後、現在は「心と体に優しいがん治療・患者さんに喜ばれるが
ん治療」をコンセプトに、白山通りクリニックにて活性化自己リンパ球を用いた
がん免疫療法を主体としたがん治療を実施。 
約1000症例の診療実績を経験される活性化自己リンパ球療法の第一人者。 

 日本統合医療学会 熊本県支部 学術講演会 
参加申し込み 

送付先 玉名地域保健医療センター   FAX：0968-73-4919 

施設名                                  ご芳名                                  

＊メールでの参加申込みは、higuruma@tamana-medical.comへお願いいたします。 

本講演会における個人情報は、講演会等運営以外の用途には一切使用いたしません。 

あらかじめご了承くださいますようお願い申し上げます。 

◆事前参加お申込の方につきましては、 

  軽食をご準備いたします。 
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